
2022年度ＡＥＤ訓練器等助成事業 活動実績報告書 

 

（2022年度分） 

 

団体名 一般社団法人 大阪 IJ 

いのちの授業 小学生が想定訓練にチャレンジ！ 

教諭向け校内研修【エピペン】

 

教諭向けプール事故想定訓練チャレンジ！

 

 

■私達大阪 IJの目的は、急に発生してしまった事故や疾病に対して脳死や突然死を撲滅すること 

学校には幅広い年齢層の方が訪問されます。また子どもたちの動きはすべて想定できるものではありませ

ん。もし、本当に事故が起こってしまった時「あなたは人を救うことができますか。」という投げかけと訓練が

できる環境を提供したいと考えています。最初は不安がいっぱい！どうしたらいいの？そんな言葉が飛び交っ

ていますが、救命のリレーを理解し胸骨圧迫や校内の動き方をみんなで話し合っていく間に少しずつ自信に満

ち溢れた表情になっていきます。 

 

■いのちの授業を終えて 

実際に学校で体調が悪くなった方がいて、すぐさま声を掛けることができました。びっくりするほど 119番

通報も落ち着いてできました。それが嬉しかったですと学校教諭の方から報告をいただきました。今の自分に

できることを知ることから始めてもらい、少しでも安全な街づくりができることを願っています。 

 

■まだまだ挑戦は続く 

次年度も 10000人 projectを引き続き意識しながら進めていきたいと思っています。SDGsと 2025年大阪・

関西万博、日本国際博覧会では多くの外国の方々が来られるので大阪は「安全な街・思いやりのある街」をア

ピールできるように一人でも多くのバイスタンダーがＡＥＤを使用できるように備えたいです。 

 


